
刺
交
換
を
し
た
り
、
地
域
、
大
学
、
班
別
メ
ン
バ
ー
を
越
え
て
情
報
交

換
や
談
笑
し
た
り
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
次
期
協
力
校

の
三
重
大
学
学
務
部
小
田
裕
久
教
務
チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、

来
年
度
開
催
の
協
力
願
い
を
含
め
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
講
演
（
２
）
で
は
、
「
学
生
の
学
習
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

れ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
名
古
屋
大
学
中
井
俊
樹
准
教
授
か
ら
「
テ
ィ
ッ

プ
ス
先
生
か
ら
の
七
つ
の
提
案
」
の
冊
子
の
紹
介
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
教
務
事
務
職
員
の
役
割
を
再
定
義
し
、
現
場

の
具
体
的
な
実
践
方
法
を
議
論
し
、
実
現
に
繋
げ
る
一
助
と
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
（
３
）
で
は
、
「
就
職
支
援
の
実
践
と
課
題
―
多
様
な
学
生
に

対
す
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
視
点
か
ら
―
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
福
祉

大
学
キ
ャ
リ
ア
開
発
部
浦
田
雄
司
次
長
か
ら
就
職
支
援
を
取
り
巻
く

諸
時
勢
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。午
後
か
ら
の
班
別
討
議
で
は
、
受
講
生
が
事
前
に
提
出
し
た
提
案
議

題
に
基
づ
い
た
個
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
、
そ

の
後
、
翌
日
の
全
体
会
議
班
別
討
議
報
告
の
た
め
の
ま
と
め
が
、
座
長
、

記
録
者
及
び
報
告
者
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
日
目
の
演
習
で
は
、
「
学
生
相
談
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
中
部
大
学
桐
山
雅
子
教
授
か
ら
学
生
の
話

を
聞
く
重
要
性
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
交
え
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。引
き
続
き
、
全
体
会
議
で
は
、
各
班
の
報
告
者
か
ら
班
別
討
議
報
告

が
行
な
わ
れ
、
出
席
し
た
座
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
・
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

閉
会
式
で
は
、
受
講
生
の
代
表
に
中
村
東
海
支
部
長
が
修
了
証
書
を

授
与
し
、
「
こ
れ
か
ら
は
事
務
職
員
が
大
学
等
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
管
轄
外
の
話
で
も
将
来
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
時
、
こ
の
研
修
会
の
内
容
が
活
用
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
挨
拶

し
た
後
、
閉
会
し
ま
し

た
。
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�「
平

成
二

〇
年

度
東

海
・

北
陸

地
区

学
生

指
導

研
修
会
」
開
催
報
告

「
平

成
二

〇
年
度
東
海
・

北
陸
地

区
学
生

指
導
研
修
会
」
は
、
学
生

指
導
業
務
を
適
正
か
つ
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
知
識

等
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
指
導
職
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
浜
松
医
科
大
学
の
協
力
の
も
と
七
月
十
六
日

か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
愛
知
県
勤
労
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
学
生

指
導
業
務
に
関
わ
る
職
員
九
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
本
機
構
大
脇
東
海
副
支
部
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
し
、
主

催
者
と
し
て
中
村
東
海
支
部
長
か
ら
、
「

入
学
か
ら

卒
業
ま
で
の
大
学

教
育
の
改
善
充
実
に
加
え
て
、
学
生
相
談
、
経
済
的
支
援
、
課
外
活
動

支
援
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
及
び
就
職
活
動
支
援
等
、
学
生
支
援
に
関
わ
る

課
題
は
、
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
研
修
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
講
師
に
よ
る
講
演
の
中
か
ら
知
恵
や
ヒ
ン
ト
を

見
出
し
、
班
別
討
議
で
議
論
の
中
か
ら
新
た
な
解
決
策
を
見
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

国
立
大
学
法

人
浜

松
医

科
大
学
小
出

幸
夫
（
教
育
・

国

際
交
流
担
当
）
理
事
か
ら
協
力
大
学
と
し
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

文
部

科
学

省
高
等
教
育

局
学
生
支
援
課

市
川
裕

千
厚
生

係

長
か
ら
挨
拶
及
び
学
生
支
援
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
①
奨
学
金

事
業
の
充
実
、
②
留
学
生
交
流
の
推
進
、
③
学
生
支
援
全
般
等
の
政
策

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、

講
演

(１
)「

初
年
次
か

ら
の
学
生
生
活
へ
の
適

応
の
支
援
に
つ
い
て
」

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、

静
岡
大
学
三

浦
真

琴
教
授
か
ら

「『
育
ち
』
と
『
学
び
』

の
共
有
～
『
学
生
中
心

の
大
学
を
実
現
す
る
た

め
に

』
」
と
題
し
て
多

様
な
学
生
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
教
職
員
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
問
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

班
別
討
議
（

１
）
で
は
、
各
研
修

室
に

移
動
し
、
「

初
年
次
か
ら
の

学
生
生
活
へ
の
適
応
の
支
援
に
つ
い
て
」
を
課
題
に
、
中
等
教
育
か
ら

の
移
行
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
学
生
生
活
へ
の
適
応
を
促
進
す
る

よ
う
な
支
援
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
後
の
情
報
交
換
会
は
、
協
力
大
学
の

浜
松

医
科
大
学
学
務
部

石
津
成
生
学
務
課
長
の
挨
拶
後
、
岐
阜
大
学
学
務
部
小
林
勝
則
教
務
・

学
生
支
援
課
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
し
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
名
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